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●今月の強調目標

キックオフ PR

■今月のことば■

「愛をもって心から尊敬しなさい。互いに平和に過ごしなさい。」
                                                                                  【テサロニケの信徒への手紙―5章13節】

小倉恵一選

開会点鐘 ピーター・マウントフォード直前会長
ワイズソング・ワイズの信条
退任あいさつ  ピーター・マウントフォード直前会長
会長引継ぎ・バッジ交換
会長挨拶・ゲスト紹介 小倉恵一会長
今月の言葉                    小倉恵一会長
食前感謝 中田純子

定期総会
第1部 議長 ピーター・マウントフォード直前会長
⑴ 事業報告 田中直前書記
⑵ 決算報告＆会計監査報告 小倉直前会計
⑶ 褒賞 ピーター・マウントフォード直前会
長
第２部 議長 小倉恵一会長
⑴ 事業計画（案） 標 克明書記
⑵ 収支予算（案） 田中克男会計
⑶ その他
ハッピーバースディ＆アニバーサリー
諸報告
YMCAの歌
閉会点鐘             小倉恵一会長

日時：2026年7月14日(火) 18:45～20:45
担当：役員会 司会：標 克明
会場：山梨YMCA 3階

会員数 １６名
例会出席                 メン１１名    出席率６９％

メネット４名 合計１５名

巻頭メッセージ

『笑顔で集い、楽しく奉仕！』
会長 小倉恵一

甲府クラブは１９５０年６月２４日にチャーター
したので、今期は人間でいうと喜寿を迎えます。
かの渋沢栄一翁の言葉に【四十、五十ははなたれ小
僧、六十、七十は働き盛り、九十になって迎えが来
たら、百まで待てと追い返せ！】とありますが、ま
だまだ「働き盛り」です。
幸いにも？クラブメンバーも「働き盛り」の世代が
増えてきました。より充実した活動ができますよう、
皆様のご協力をよろしくお願い申し上げます。

会長テーマは『笑顔で集い、楽しく奉仕！』とし
ました。ピーターマウントフォード前会長年度には、
委員会制度の簡素化、例会場の「談露館」から「山
梨ＹＭＣＡ」への変更、他クラブとの合同例会の拡
充などが行われ、皆様から好評を博しましたので、
今期もその想いを継承したいと思います。
また、副題には『ＹＭＣＡと共に歩む～気負わない
奉仕と親睦』を掲げました。山梨ＹＭＣＡを支える
活動が、メンバー一人ひとりにとって心地よい居場
所であり、心地よい気分転換の場となることを願い
ます。肩の力を抜いて笑顔で歩んでまいりましょう。

Happy Birthday
７月 メネット＆パートナー 丹後和俊 (４日)



6 月 役 員 会 報 告

日時 2026年6月23日（火）19：00～20：00

場所 山梨YMCA 内

出席者 ピーター・マウントフォード・渡辺・田中・小倉・標

報告事項

◎6月例会 6月16日親睦例会として甲府駅北口「魚そう

北口店」で行われる。

出席者メン11名メネット4名の計15名

◎横浜つづきクラブ20周年例会

6月20日・・小倉さん出席予定

協議事項

7月14日キックオフ例会の案内を行う。

山梨YMCA3Fで18：45～20：30

担当は役員会

お弁当は金丸会員に手配をお願いする。一人1,500円。

６月親睦例会

日時 2026年6月９日（火） 魚そう北口店にて



小倉恵一
6月6日(土)、東日本大震災から15年という節目の

年に、震災当時は被災地域の巨大な指定避難所と
なった石巻市河北総合センター（ビッグバン）にて、
「瓦礫・命・感謝！未来のために」をテーマに第29
回東日本区大会が開催されました。

大会参加者数は327名で、甲府クラブからはピー
ター・M会長、中田純子（山梨YMCA総主事）、私と
メネット（香苗）の4名が参加しました。

午前中の「年次代議員会」には会長と私（区監
事）、「担当主事会」には中田総主事、「メネット
アワー」には小倉メネットがそれぞれ出席しました。
午後からの大会は、地元石巻の高校吹奏楽部によ

るウェルカムコンサートやバナーセレモニーに続き、
齋藤正美石巻市長、太田直宏日本YMCA同盟総主事、
田上正アジア太平洋地域会長、中井信一西日本区理
事を来賓にお迎えした「開会式」で幕を開けました。

メモリアルアワー、理事報告、各事業委員会報告、
各表彰、DBC締結式（仙台青葉城と東京東）などに
続き、一般にも公開された『3.11追悼・復興記念コ
ンサート』が催されました。ステージでは宮城県指
定無形民俗文化財の「寺崎はねこ踊」や「ラテンミ
ニコンサート」が披露され、盛況のうちに「閉会
式」を迎えました。

会場を石巻駅近くの石巻グランドホテルに移して
催された「晩餐会」では、歌手のさとう宗幸さんの
ステージなどで大いに盛り上がり、楽しく親睦の輪
を広げました。また、DBC締結クラブである和歌山
クラブの内藤陽介西日本区会計とも貴重な交流の機
会を持ちました。
翌日のエクスカーションは4コース用意されてお

り、私とメネットは、大震災時に大津波で壊滅的な
被害を受けた雄勝（おがつ）湾に面した雄勝町で復
興活動を続けている徳水博志さんによる「復興につ
いてのフィールドワーク」に参加しました。

震災の記憶を風化させることなく、私たちが「未
来のために」何ができるかを深く考えさせられる、
大変有意義な大会でした。

「第29回東日本区大会（石巻）」報告 横浜つづきワイズメン＆ウイメンズクラブ
「創立20周年記念例会」報告

小倉恵一
2026年6月20日(土)、横浜市港北区の菊名駅近く

にある「横浜北YMCA」で行われた表題の記念例会に、
メネットとともに出席してきました。
横浜つづきワイズメン＆ウイメンズクラブは、

2006年5月13日に「東京コスモスクラブ」「横浜
ノースクラブ」「横浜クラブ」をスポンサークラブ
として設立されたクラブです。
横浜YMCAへの支援活動はもとより、2011年から

「You&Iコンサート（障害児・者と共に楽しむクラ
シックコンサート）」の開催や、東日本大震災の被
災地である宮城県の老人施設「みやま荘」および
「つばめの杜保育所」への慰問、ウクライナ避難民
への支援など、多岐にわたる活動を長年続けられて
います。
当日は藤井寛敏元国際理事（東京江東）をはじめ

とする8名の元理事ほか、60名を超える方々が出席
しました。第1部の例会では、ICU副学長のロバー
ト・エスキルドセンワイズ（横浜つづき）による卓
話「日本の近代史における横浜の役割」が行われ、
第2部の演奏会では板崎淑子ワイズ（鎌倉）とその
グループによる「ヘルマンハープ演奏」、第3部の
懇親会では富山姫路子氏（横浜中央YMCA）による
「フルート演奏」や久保勝昭ワイズ（つるみ）の
「ギター演奏」などが披露されました。つづきクラ
ブの格調高さが感じられる、和やかで楽しい記念例
会でした。



繋がれたバトン次なる一歩への使命

山梨YMCA総主事 中田 純子

ＹＭＣＡ

たより

ワイズメンズクラブの皆様、主のみ名を賛美いたしま
す。日頃より山梨YMCAの歩みを温かく見守り、祈りと
お支えをいただいておりますことに、心より感謝申し上
げます。

さて、6月に開催されました「東日本区大会」におきま
して、皆様と共に石巻の地に集い、同じ祈りを捧げ、語り
合えましたことは、私にとりましても胸がじわっと熱くなる
ような、かけがえのない時間となりました。今回の大会が
「石巻」という場所で行われたことには、神様が備えてく
ださった深い意味があったと感じております。

東日本大震災から歳月が流れた今もなお、現地の
方々が痛みを抱えながらも一歩一歩歩んでこられた道
のり。そして、その傍らに常に寄り添い、共に涙し、共に
歩み続けてきたYMCAやワイズメンズクラブの足跡。そ
れらは、「誰かのために生きる」というワイズマインドの本
質を、私の心に改めてそっと問いかけてくれるものでし
た。困難の中でも前を向き、力強く生きる石巻の方々の
笑顔、転んでもまた立ち上がる姿、そして今も大切に紡
がれている支援と交流の絆に触れ、何度も胸が打たれ、
目頭が熱くなりました。
さらに今回は、会員総会に合わせ、「山梨YMCA創

立80周年記念式典」を皆様と共に執り行うことができま
したことも、言葉に尽くせないほどの大きな喜びであり、
感謝の極みでございます。この長きにわたる歴史は、決
して平坦な道のりばかりではなかったはずです。それで
も、ワイズメンズクラブの皆様をはじめ、多くの諸先輩方
がその時々に尊い汗を流し、愛の手を差し伸べ、神様
の確かなお導きの中でこの節目へと繋いでくださいまし
た。

この大切な日を皆様と笑顔で迎えられたことは、これ
からの歩みへの大きな力となります。石巻の地で私たち
が受け取ったのは、単なる感動だけではありません。そ
れは、この80年という歴史の重みをしっかりと胸に抱きな
がら、「今、私たちが生きるこの山梨の街で、何をすべき
か」という未来への尊いバトンです。山梨という地にあっ
ても、日々の暮らしの中で孤独や課題を抱え、寄り添い
を必要としている方々が必ずおられます。石巻でいただ
いたたくさんのエネルギーと、80周年の節目に与えられ
た感謝の思い。これらをしっかりと山梨YMCAの活動、
そしてワイズメンズクラブの皆様との共同の奉仕へと繋
げ、誰もがホッとできるような、温かい地域社会を皆さん
と一緒に築いていきたいと、決意を新たにしております。
大会の開催に向けて心を尽くしてくださったすべての

皆様に深く感謝いたします。ワイズメンズクラブの皆様の
日々の歩みの上に、そしてご家族の皆様の上に、神様
の豊かな祝福と慈しみが今日も明日も豊かにありますよ
う、心を込めてお祈り申し上げます。

今
後
の
予
定

7月28日 (火)      7月役員会 山梨ＹＭＣＡ
8月 1日(土)       あずさの集い (長野クラブ)
8月11日 (火)      8月納涼例会 未定
8月25日 (火)      8月役員会      山梨ＹＭＣＡ
9月 2日(水)      合同卓話例会 (やまなみクラブ)
9月4-6日(金-日) YVLF        (高尾の森わくわくビレッジ)
9月10-13日(木-日)国際大会(マレーシア・ペナン)
9月19日(土)      ぶどう棚下例会 (甲府２１クラブ)
9月26日(土)      富士山例会 (富士五湖クラブ)

今月の言葉について

小倉恵一
この聖句は2026年度の山梨YMCA「年間聖句」です。

2026年度事業方針では聖句につづけて『山梨YMCA
に連なる人々が、お互いを認め尊敬し合える関係を築く
とき、そこに健やかな運動体が生まれます。その関係の
土台にあるのは「愛」と「尊敬」です。今なお世界では、
苦しみや争いの中にある人々がいます。私たちはその
現実を覚え、愛と平和をもたらす働きを地域から世界へ
広げていきたいと願っています。』とあります。ワイズメン
も改めて共有したい聖句です。

山梨YMCA創立80周年記念式典
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